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安全設計に関するお願い

免責事項について

機器認定表示について

　当社は品質、信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品は故障が発生したり、
誤動作する場合がございます。当社製品の故障または誤動作による結果として、人身
事故、火災事故、社会的損害などが生じることがないよう、冗長設計、延焼対策設
計、誤動作防止設計など、安全性を考慮した安全設計に十分ご留意ください。

地震および当社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事故、お客様の故
意または過失、誤用、その他異常な条件下での使用により生じた損害に関して、当社
は一切責任を負いません。

本製品の使用または使用不能から生ずる付随的な損害（事業利益の損失・事業の中
断・記憶内容の変化・消失など）に関して、当社は一切責任を負いません。

本資料の記載内容を守らないことによって生じた損害に関して、当社は一切責任を
負いません。

当社が関与していない接続機器、ソフトウェアとの組み合わせによる誤動作などか
ら生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。

本資料に記載した情報は、正確を期すため、慎重に作成したものですが、万一本資
料の誤記に起因する損害が発生しても当社はその責任を負いません。

　本製品は、電波法に基づく小電力データ通信システムの無線局の無線設備として、
技術適合証明（工事設計認証）を受けています。したがって本製品を使用するときに
無線局の許可は必要ありません。
　ただし、以下の事項を行うと法律に罰せられることがあります。
�~ 本製品を改造すること
�~ 本製品に貼ってある証明ラベルをはがすこと
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改版履歴

リビジョン 年月日 内容

初版 2013/02/01 エンジニアリングサンプルリリース版
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【概要】

本製品はAndroidデバイスとの通信を目的とした組込用Bluetoothコンプリートモジュ
ールです。Bluetoothバージョン2.1+EDR（Class2）に準拠しており、Bluetoothプロダ
クト認証を取得しております。また、国内電波法（工事設計認証）も取得済みです。
SPP（シリアルポートプロファイル）を搭載しており、さらに株式会社アプリックス
（以下、アプリックス社）が開発したファームウェアZeemote JM1を搭載しています。
ファームウェア開発の必要が無いため、スイッチやLEDなどへの信号線を接続するだけで
手軽さに無線デバイスを開発できます。操作も非常にカンタンで電源投入時には自動的に
接続待ち状態となるため、Androidデバイスから接続することですぐにBluetooth通信を
開始させることができます。
　また、アプリックス社が無償提供されているSDKを利用することで、Androidデバイス
との連携を容易に実現できます。

【機能・特徴】

�~ Androidデバイス接続専用ファームウェア搭載（Zeemote JM1）
�~ Bluetooth Ver2.1+EDR（Class2）準拠
�~ Bluetoothプロダクト認証取得済み
�~ 国内電波法取得済み（工事設計認証）
�~ SPP（シリアルポートプロファイル）搭載
�~ CSR社 BC4-Ext採用
�~ 内蔵チップアンテナ
�~ コネクタ接続
�~ RoHS対応
�~ エンジニアリングサンプル（量産利用は別途ご相談）
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【一般仕様】

※仕様は予告なく変更する可能性がございますのでご了承ください。

項目項目 内容
モデル名モデル名

型番型番

Bluetooth I/F 認証Bluetooth I/F

プロファイル

Bluetooth I/F

周波数

Bluetooth I/F

変調方式

Bluetooth I/F

拡散方式

Bluetooth I/F

チャンネル間隔

Bluetooth I/F

チャンネル数

Bluetooth I/F

伝送速度

Bluetooth I/F

受信感度

Bluetooth I/F

送信電力

電源 電圧

RESETRESET

グリーン調達グリーン調達

外形 寸法外形

質量

ZEAL

JM1

BluetoothVer2.1+EDR準拠
国内電波法（工事設計認証）

SPP

2402 ～ 2480MHz

GFSK(1Mbps), π/4-DQPSK(2Mbps), 
8DPSK(3Mbps)

周波数ホッピング

1MHz

79ch

3Mbps（X）※注1

-70dBm

+4dBm（X）
Bluetooth TX power class2

3.3V（DC単一電源）

Bluetoothモジュール内自己Power on RESET
（外部RESET入力可）

RoHS指令対応

15.0×20.0×4.9mm 

約1g
※注１　無線部でプロトコルも含むデータ転送の最大値です
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【外形寸法・コネクタ位置・穴位置】

【ブロック図】
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【電気的特性・温度特性】

下記電気的特性及び温度特性が本製品の保証範囲となります。下記範囲外でのご利用及
び過電流・過電圧・逆接続等でのご利用は、BluetoothモジュールICを破壊する要因とな
るため、保証の範囲外となります。保証範囲内でのご利用をお願い致します。
瞬停時はBluetoothモジュールICが非耐性なため、電源がOFFとなりますが、瞬停解除
後（Power on RESET後の電源復帰）に動作可能となります。

�Ø 絶対最大定格

記号 項目 最小 最大 単位

VDD_X- VSS_X 電源電圧 -0.4 3.5 V

�Ø 動作条件

記号 項目 最小 最大 単位

VDD 電源電圧 2.4 3.4 V

TA 温度 -20 75 ℃

�Ø IOピン特性

記号 項目 条件 最小 最大 単位

VIL LOW入力レベル ー ー0.4 0.8 V

VIH HIGH入力レベル ー 0.7＊VDD VDD＋0.4 V

VOL LOW出力レベル IO = 4.0mA ー 0.4 V

VOH HIGH出力レベル IO = ー4.0mA VDDー0.2 ー V

注1． ZEAL-C02、およびZEAL-S01と互換性をもたせる場合には電源電圧を3.3Vでご
利用いただくことをおすすめ致します。

注2． 「絶対最大定格」「動作条件」「IOピン特性」の値は使用部品のカタログスペッ
クを転載したものであり、当社モジュールにて測定を行った実測値ではなく、設計
保証値となります。

注3． IOは±4.0mA以内でご使用願います。
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【コネクタ表】

 ・（ZEAL側）コネクタ型番： DF12C3.0-30DS-0.5V[HIROSE] 
・（基板側）対向コネクタ型番： DF12(3.0)-30DP-0.5V(86)[HIROSE]

ピン名称 ピン番号ピン番号 ピン名称
GND 1 2 GND

GND 3 4 PIO-8

RESET 5 6 PIO-6

7 8

9 10

11 12

13 14 VDD

VDD 15 16 VDD

VDD 17 18

19 20 PIO-2

21 22 PIO-3

23 24 PIO-4

25 26

PIO-9 27 28 GND

GND 29 30 GND

注1． 空白のピン番号は未接続にしてください。
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【ピン機能】

ピン名称 機能 I/O 論理 説明
VDD 電源 3.3Vを供給します。ZEAL-C02、ZEAL-

S01と互換を保つためには3.3Vを供給して
ください。

GND 電源 グラウンドに接続します。

RESET リセット I 負 LOWを入力するとモジュールがリセットさ
れます。5ms以上LOWを入力してくださ
い。Bluetoothチップにリセットが内蔵され
ておりますので、外部より明示的にリセッ
トを行う場合に接続して使用します。チッ
プ内部にてプルアップされております。

PIO-6,PIO-8 プログラム
IO

O 正 詳細は【PIOの割り当て】をご参照くださ
い。

PIO-2,PIO-3
PIO-4,PIO-9

プログラム
IO

I 負

詳細は【PIOの割り当て】をご参照くださ
い。

※I/Oピンは5Vトレラントではありません。
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【基本動作と状態遷移】

本製品は電源投入後、「接続待ち状態」と「接続状態」の2つの状態間を遷移します。

I. 初期状態
本製品に通電していない状態です。本製品に通電すると「接続待ち状態」に遷移し
ます。

II. 接続待ち状態
スレーブ側デバイスとしてマスター側デバイスとなるAndroidデバイスからの
Bluetooth接続要求を待っている状態です。接続が確立すると「接続状態」に遷移
します。
この状態でペアリングを実行可能です。ペアリング方法は【ZEAL-JM1とAndorid
デバイスのペアリング】をご参照ください。ペアリングしても状態は遷移しませ
ん。

III. 接続状態
AndroidデバイスとBluetooth接続されている状態です。この状態では本製品が検
出した入力ポートのON/OFFイベントがAndroidデバイスに送信されます。また、
Androidアプリケーションからの要求に応じて出力ポートにHIGHまたはLOWが出
力されます。
Bluetooth通信が切断されると「接続待ち状態」に戻ります。
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通電
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ペアリング

図　ZEAL-JM1の状態遷移



【ZEAL-JM1とAndroidデバイスのペアリング】

本製品とAndroidデバイスをBluetooth接続して使用する場合、初回はペアリング（機器
登録）が必要になります。1度ペアリングを行えば、登録を解除しない限り、次回以降同
じ操作を行う必要はありません。
AndroidデバイスでBluetoothデバイスのペアリングを行う場合、操作手順はAndroidデ
バイスごとに異なります。ここではGoog leが提供しているAndro idタブレット
「Nexus7」を例に挙げてペアリング手順をご説明致します。

�~ ペアリングする
ZEAL-JM1を通電させ、「接続待ち状態」にしたで状態でAndroidデバイスから以下の
操作を行ってください。
1. [ 設定 ] → [ Bluetooth ] を選択し、Bluetooth機能を [ ON ] にする。
2. [ Bluetooth ] → [ デバイスの検索 ] を選び、「使用可能なデバイス」に 

”Zeemote ZEAL-JM1” が表示されるのを確認し、タップする。
3. 「ペアリングされたデバイス」に ”Zeemote ZEAL-JM1” が表示されればペア

リング完了です。

�~ ペアリングを解除する
ZEAL-JM1を通電させ、「接続待ち状態」にしたで状態でAndroidデバイスから以下の
操作を行ってください。
1. [ 設定 ] → [ Bluetooth ] →「ペアリングされたデバイス」に表示されている 

”Zeemote ZEAL-JM1” の右端ボタンをタップする。
2. [ ペアを解除 ] を選択する。
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【Android用ソフトウェア開発について】

アプリックス社提供のマニュアル、およびサポートサイトをご参照ください。
サポートサイトのURL：http://www.aplix.co.jp/zeemote/jp/
※マニュアル等もサポートサイトよりダウンロード可能です。

【PIOの割り当て】

本製品が利用する6つのPIOのうち、デジタル入力に利用する4つのPIOは、プルアップ
され、負論理として動作します。また、デジタル出力に利用する2つのPIOは正論理として
動作します。
アプリックス社が提供している「Android向け Zeemote SDK」のレポートとの対応を
示します。

ピン番号 ピン名称 I/O ZCP Report Event

4 PIO-8 OUTPUT ButtonEvent, BUTTON_A

6 PIO-6 OUTPUT ButtonEvent, BUTTON_B

20 PIO-2 INPUT ButtonEvent, BUTTON_1

22 PIO-3 INPUT ButtonEvent, BUTTON_2

24 PIO-4 INPUT ButtonEvent, BUTTON_3

27 PIO-9 INPUT ButtonEvent, BUTTON_4

　PIOからのデジタル入力は、IButtonListenerインターフェイスのbuttonPressedメソッ
ドとbuttonReleasedメソッドにより、アプリケーションに通知されます。PIOへのデジタ
ル出力は、アプリケーションが呼び出すControllerクラスのdigitalOutputActivateメソッ
ドとdigitalOutputInactivateメソッドにより、出力状態が変化します。

Zeemote SDK は、 http://www.aplix.co.jp/zeemote/jp/ のSDKダウンロードページ
からダウンロードしてください。
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【基板設計の注意点】

開発基板の外側にアンテナが向くように設計していただくことを推奨致します。

（配置例）

アンテナ付近に金属があると電波特性に影響を及ぼしますので、アンテナを金属から離
した設計をお願い致します。アンテナより最低2mm以上離すことを推奨致します。
電波は金属板を通過できません。ベタパターンも金属板と同様です。よってアンテナ付
近はベタパターンなしにすることを推奨致します。
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【本製品を安全にご利用いただくために】

�Ø 無線機に関して
�~ 医療機関内でのご利用は各医療機関の案内および指示に従ってください。
�~ 交通機関内でのご利用は各交通機関の案内および指示に従ってください。

�Ø 設置、保管および取扱いに関して
�~ 動作環境範囲外でのご利用はお控えください。
�~ 油煙、粉塵のない環境でご利用ください。
�~ 強電界、強磁界の発生する環境でのご利用はお控えください。
�~ 腐食性ガスなどのない環境でご利用ください。
�~ 振動、衝撃の少ない環境でご利用ください。
�~ 暖房器具の近くや直射日光が当たる場所でのご利用はお控えください。
�~ 結露しない環境でご利用ください。
�~ 温度変化の激しい場所でのご利用はお控えください。
�~ 本製品を分解改造しないでください。
�~ 湿気や埃の多いところに保管しないでください。
�~ 不安定な場所でのご利用はお控えください。
�~ 静電気にご注意ください。
�~ 落下や衝撃にご注意ください。

�Ø その他
�~ 本製品はエンジニアリングサンプルです。最終製品でのご利用は想定してお
りませんので予めご了承ください。

�~ 本製品は日本国内でご利用ください。海外でのご利用の際には別途各国の電
波法認証が必要となります。

�~ 本製品は車載用途や医療機器などの極めて高度な安全性や信頼性を要求され
る用途向けではなく、一般用途向けに設計されています。ご利用の際にはお
客様の実環境、およびご利用方法にて十分検証、評価を実施の上、ご利用・
採用をご検討ください。
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